
Haribhadra-suriの ヨ ー ガ 考 察

-Har. の ヨ ー ガ八 支 研 究 ノ ー ト-

浅 野 玄 誠

1

Har. の 唱 える八支 ヨーガ を検討す るに あた り, Har. の ヨ ーガ観の 基底 をな す

二 つの重要 な要素 を認 めねばな らない。

第一 にHar. の ヨーガの 目的であ るが, これは彼が ヨーガを解脱 の 因(moksa-

hetu)〔Y-Bindu 3〕 と規定す る ことに窺 える如 く, 実 証的 な人間存在 の人格的最上

位 にある 「一切知 者」 の実現 にむける ヨーガ的修習 の導入 を意図 してい る。Har.

は ヨーガ学派 を直接 に評価す る ことを しない が, Y-binduに お けるサ ーンキヤ批

判 に彼 の姿勢 の一端 をみる ことができる。Har. の サ ー ンキヤ批判の根幹 は影像 説

(pratibimba-vada)批 判 であるが(Y-bindu 452～456, LDSer, pp. 119～120), そ こにお

い てHar. がmoksaの 状 態 に至 りつ くことので きる人格的最高位の存在 を認 知 し,

そ の道程 に重要視 され る ヨーガの修習 を目的 と してい る ことは明 らかで ある。

第二 に, Har. が ヨーガの修習 課程 を論 説 して, 常 に ジャイナ 固 有 の14徳 位

(gupasthana)を 意 識 してい る ことを忘れてはな らない。 それは八支 ヨーガに先 だ

つYDS. の ヨーガの三 階梯 の論説 に顕著 であ る1)。い うま で もな くHar. が 目 標

とす るヨー ガは第 三のsamarthyayogaで あ るが, そ れ は さらに二種,「 ダルマの

放 棄」(dharma-samhyasa)<注(1)-(1)>, す な わ ちすべて の既 得 の徳 目の解 離 と

「ヨーガの放棄」(yogasamnyasa)<注(1)-(2)>, す なわちすべ ての生理的活動の停止

に分類 され る。 この二細 分はTAAS等 にみ られ るジ ャイナの14徳 位 の上 では,

「滅儘 と抑止 とを本質 とす る」(ksayopaamika)<注(1)-(3)>第9位 以降を 示 し, さ

らに, 前 者 はapurvakarapa<注(1)-(4)>, す な わち第9位 か ら12位, 後 者 は独存

位 たる第13位 か らyogasamnyasaの 完 成す る第14位(ayojyakarapa)<注(1)-(5)>

に相 当す る。

2

Har. はYDS. の 八 支 ヨーガ以外に もい くつかの ヨーガの階梯 を数 え あ げ て い

る。 例 えば注(1)に み た ヨーガの三 階梯 もそ うである し, Y-Binduに は 五種 の ヨ
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ー ガが説 かれ てい る。

Y-Bindu 312)はadhyatma〔 内観〕, bhavana〔 修習〕, dhyana. 〔静慮〕, samata〔 平

等性〕,vrttisamksaya〔 業 にこよる行為の滅〕の五 が この順序 に従 って次第 に高度 な

ヨーガ とな っ てい る と説 く。adhyatmaに 関 し て は68～71頗, 358～359頚,

bhavanaは360～361頗, dhyanaは362～363頗, samataは364～365頽, vrt-

tisamksayaは366～367頽 に再 考 されているが, vrttisamksayaを 除 いては多分 に

ヨーガ学派的用例であ り1特 にadhyatmaはYS. I-47に 述 べ る内的清澄(adhyat-

ma-prasada)に 相 当す ると思 われる。 ただ し第5のvrttisamksayaは 多 分 に ジャ

イナ的であ り, 366頗<注(2)-(2)>は 明 白にYDS-9<注(1)>に 用 い られ る ジャイ

ナの テぞニカル ターム,ksayopaamikaの 援 用 であ り～367頒 一<注(2)-(2)>は 完全

知(kevala-jnana)の 成 立 に よるmoksaの 獲 得を説 いてい る。 これ はpatanjaliに

み られない ヨーガの設定 であ り, Har. の ヨ特ガ観の重要 な位置 を占めてい る。

3

Har. が分 類す るヨーガの階梯 で も, 最 も重要 な ものはYDS. に 説 か れ る八支

ヨーガである。YDS. 12～20に は, 先 の ヨーガの三階梯 に引き続 きこ の八支 ヨー

ガが概説 され る。

まず13頗 にmitra, tara, bala, digra, sthira, kanta, prabha, paraの 八 つ が数 え

あげ られ, 15頗 で はそのおのおのが(1)植 物 の火(2)牛 糞 の火(3)木 片 の火(4)た

い まつの火(5)財 宝 の輝 き(6)星 の輝 き(7)太 陽 の輝 き(8)月 の輝 きに喩 えて反復説

明 されてい る3)。 この喩 えは前4者 と後4者 とを明瞭に区分す る働 き を担 ってい

る。 すなわち前4者 は, 実 際 に可視 的な具体 的事 実 として眼前 に展 開す る火 に よ

る輝 きであ り, 後4者 は反射 ない しは具体 的な体験 を伴 わない遠 隔の光 を間接 的

に知 覚 して得 る輝 きであ る。 実際の ところHar. は, 先 の ヨーガ の 三階梯 の細分

化 に よる分類 として, 八 支 ヨーガの後4者 がsamarthyayogaに 相 当す ると考えて

い るよ うである。

また, 八支 耳ーガ を14徳 位 との相関 の上 に考察 を試 る場合, この部 分 か らだ

けで は充分な判 断は下 しかね るが, YDS. 144)に 「この世 に お け る世 俗 的見 解

(oghadrsti)はmityadrstiと 不 可分で ある と知 るべ きであ る」 と述 べ られ て い る

ことは多い に参 考 とな ろ う。mitya-drstiと は第一徳位,「 邪見位」の ことである。

oghadrstiは15頗<注(3)-(2)>のsaddrstiと 対 置 され る用語 であ り, 15頬 に 八支

ヨーガすべてがsaddrstiに 相 当す ると述べ られ る以上, 八 支 ヨーガ は少 くと も

第二徳位以降 を分担す ることにな ろ う。
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前4者 と後4者 との分岐点 についてK. K. Dixtは 第 三徳位 と第 四徳 位 との 間

を想定 している ようであるが5), 今 の ところ根拠は不明 で あ る。 た だ しHar. が

YDS. 196)に み る如 く 「堕落 と結 び付 き安 い」 とす る前4者 で 一さ え も, saddrsu

と してorghadrstiと 区 別 されてい る事実 は, Har. の 八 支 ヨーガ研究 の前提条件

と して記憶 され るべ きであろ う。

さ らにHar. が, この ような 八支 ヨーガを説 くにあた り, 他 の八支 ヨーガ説 を

多分 に意識 している こと も指摘 して治かね ばな らない。YDS. 167)は 「yama」 等,

「苦悩(kheda)を 遺 棄す る」等,「 嫌悪のない(a-dvesa)」 等 の, それ ぞ れ の 八支

ヨーガを意識 している ことを表明す る偶頗 であるぷ, yama等 はい うまで もな く

Patanjaliの 八 支 ヨーヲちa-kheda等 は, Har. の別 の著作sodaakaに 説 かれ る人

間の精神 活動 の中に現れ る八 っの弱 点 とそ の解 消 の 順 位を 指 し示 して い る。

a-dve6a等 は い まだ未見であ る。

4

以上,Har.は 非常に実証的なサニンキヤ ・ヨーガ観 を有し, moksaの 達成 と

い う目的をヲーガの修習に課 し, ジャイナ教のめざす人格的最上位者 としての一

切知者の実現とい う目的のためにヨーガを取 り扱 い, その上分析的に種々なる側

面か らの修習の階梯を説 くにあたり, 常にジャイナ固有め14徳 位(guasthana)

を意識 しているとみることができよう。

実際Har. にとって, ヨーガはそうした目的のためには有益な道具 として機能

し, YDS. 16<注(7)>に みられるPatanjali等 との対照に窺:える如 く, 八つのヨー

ガの分類 もすでに世間的に認められている分類法に形式的に追随しっっ, 彼の目

的である14徳 位の最上位への到達の意味をそこにと付加的に反影 しよう之 試 みて
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い る の で あ る。

1) (icchayoga)
kartum icchoh Sruta-'rthasya jnanino'pi pramadatah/

vikalo dharma-yoga yah sa icchayoga-ucyate//(YDS 3)

(Sastrayoga)
Sastradyogas tv iha jneyo yatha Sakty aprama-'dinah/
Sraddhasya tivra-bodhena vacasa'vikalas tatha//(YDS 4)

(samarthyayoga)
na cai'tad evem yat tasmat pratibha-jnana-sangatah/
samarthyayogo'vacyo'sti sarva-jnatva-'di-sadhanam//(YDS 8)

dvidha'yam(1) dharma-samnyasa-Dyoga-samnyasa-samjnitah/
Oksayo-'pasamikd dharma yogah kaya-'di-karma tu//(YDS 9)

dvitiya'purvakarane(4)prathamas tattviko bhavet/
Oayojyakaranad urdhvam dvitiya iti tad-vidah//(YDS 10)

2) (1)adhyatmam badvana dhyanam samatd vrtti-samksayah/

moksena yojanad yoga esa Srestho yatho'-ttaram//(Y-Bindu 31)
(2)anya-samyoga-vrttinam yo nirodhas tatha tatha/

apunar-bhava-rupena sa to tat-samksayo matalh//(Y-Bindu 366)
ato'pi kevala-jnanam Sailed-samparigrahah/
moksa-praptir anabadha sad-ananda-vidhayini//(Y-Bindu367)

3) (1)mitres tares bald dipra sthira kanta prabha paral
namani yogadrstinam laksanam ca nibodhata//(YDS 13)

(2)trna-gomaya-kastha-'gni-kana-dipa-prabho-'pama/
ratna-terra-'rka-candra-'bha saddrster drstir astadha//(YDS 15)

4) sa-megha-'megha-ratry-adau sa-graha-'dy-arbhaka-'di-vat/
ogha-drstir iha jneya mithya-drsti-'tares-'sraya//(YDS 14)

5) cf. LD Ser. No. 27.

6) pradtipata-yutas ca'dyas catasro no'ttaras tatha/
sapaya api cai'tas tat-pratipatena ne'tarah//(YDS 19)

7) yama'di-yoga-yuktanam kheda'di-pariharatah/
advesa'di-gunasthanam kramenai'sa satam mates//(YDS 16)

(使用 したテキズ ト)

Yogadrstisamuccaya (YDS.);

Edited and translated, with Haribhadra's Yogavimsika, by Krishna Kumar Dixit.

LDSer. 27, 1970.

Yogabindu (Y-bindu);
Edited and translated by Krishna Kumar Dixit. LDSer. 19, 1968.

(大谷大学特別研修員)
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